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郷土を愛し、明るい市づくりにつとめる
O 学校、家庭、社会の教育において郷土を愛する心

を培う。

市づくりの権利と責任が市民一人一人にあること

をお互いに自覚する。{大洲市民憲章〉

日2 0 昭和 48年 8月

。

J 
宮之

広 報

窒 -否三

第 210号

市 の 人 口(8月1日)

人口 38，202人
男 18，066人女

世帯数 10，388世帯

面 積 240.93平方キロメートノレ

発行大 洲市役所

編集総務課

20， 136人
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2期

大
洲
市
誌
を
求

め
ら
れ
る
人
へ

十

五

メ

ー

ト

ル

の

七

コ

ー

ス

、

循

環

浄

で

支

給

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

化

装

憶

と

シ

ャ

ヲ

!

加

設

伊

完

備

し

た

特

別

児

賞

扶

養

手

当

に

つ

い

て

「

給

立

派

な

も

の

で

す

。

付

額

の

引

上

げ

」

は

、

児

童

扶

養

手

当

ま

た

、

柳

沢

小

学

校

と

粟

津

小

学

校

の

額

と

同

じ

金

額

で

す

。

の

両

プ

l

ル

も

建

設

が

進

め

ら

れ

て

お

「

併

給

制

度

」

-

一
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
大
淵
市
盲
人
協

り

両

校

プ

ー

ル

と

も

、

長

さ

二

十

五

メ

一

爪

目

的

年

金

給

付

と

の

併

給

も

、

原

則

一

一
児
章
扶
養
手
当
法
と
特
別
川
児
童
扶
養
一
と
の
手
当
は
、
児
童
一
人
に
つ
き
月
一
一
会
の
む
厚
意
で
、
あ
ん
ま
，
は
り
の
一

l
ト
ル
、
幅
十
一
メ
ー
ト
ル
の
五
コ

1
一

一

一

と

し

て

認

め

ら

れ

る

乙

と

に

な

り

ま

レ

一

一
手
当
法
の
改
疋
に
よ
り
給
付
額
が
引
き
一
額
守
千
五
百
円
(
い
ま
ま
で
ま
四
壬
一
一
一
一
日
無
制
奉
仕
を
次
に
よ
り
実
施
レ
て
い

ス

で

事

¥

完

成

の

予

定

で

す

。

一

一

ノ

b

た

、

一

市
が
定
設
を
す
す
め
て
い
た
妻
小
一
乙
れ
で
市
内
の
小
・
中
学
校
の
水
泳
一
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
芝
、
長
年
金
百
円
三
天
の
場
合
の
加
算
額
を
四
百
一
た
と
え
ば
、
公
的
年
金
が
支
給
さ
れ
一
た
?
と
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
の
プ
ー
ル
が
こ
の
ほ
ど
震
し
ま
一
ア
ー
ル
は
十
九
校
と
な
り
ま
す
。
一
給
付
な
ど
と
の
併
給
制
度
も
新
し
く
で
一
円
か
ら
八
百
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
一
て
い
た
た
め
特
別
室
扶
養
手
当
が
支
て
、
日
時
九
月
十
五
日
八
時
か
ら
十
一
賛
量
一
一
千
五
百
円
高
め
ら
れ
た

し

た

。

一

市

と

レ

て

は

、

A
最
も
ブ
l
ル
未
設
一
き
嘉
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
て
併
給
制
度
」
一
給
さ
れ
な
か
っ
た
か
た
が
た
も
と
の
政
一
=
一
時
ま
で
一
か
た
へ
、
贈
与
す

A
Eに
な
っ
て
お

2
ア
ー
ル
は
、
総
事
業
費
一
千
二
一
置
の
学
校
を
順
次
整
備
し
、
教
育
の
向
一
乙
の
改
正
時
期
は
、
昭
和
四
十
八
年
一
国
塁
審
に
基
づ
く
障
害
福
祉
年
一
正
で
支
給
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
手
。
一
一
、
場
所
霊
山
当
一
り
ま
す
。

百
万
円
、
長
さ
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
上
に
努
め
て
い
く
方
針
で
す
。
一
十
月
百
(
一
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
室
、
老
令
福
祉
年
金
と
の
併
給
が
で
一
該
当
す
る
と
思
わ
れ
あ
か
た
は
、
九
一
一
、
対
象
者
六
+
五
歳
以
上
の
晃
一
言
内
の
か
た
は
市
童
書
館
内
市

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一
四
十
九
年
一
月
百
よ
り
主
主
一
く
で
き
る
こ
と
足
り
ま
し
た
。
一
月
中
に
車
社
事
務
所
で
手
続
き
を
し
一
室
一
議
室
」
持
参
一
誌
編
纂
会
事
務
局
ま
た
は
各
地
区
の
連

3

一

一

っ

て

お

り

ま

す

。

一

た

と

え

ば

‘

い

ま

ま

で

障

害

需

年

一

て

く

だ

さ

い

。

一

〈

た

さ

い

)

一

絡

所

へ

お

申

込

み

く

だ

さ

い

。

ル

一

稚

蚕

共

同

飼

育

所

カ

完

政

一

改

正

丙

容

疑

の

と

お

り

で

す

。

宮

署

福

祉

年

金

を

支

給

さ

れ

て

い

一

く

わ

し

い

乙

と

は

、

高

村

事

務

所

一

一

言

外

の

か

た

は

現

金

書

閣

で

送

料

一

一

児

童

扶

養

雪

山

つ

い

て

一

た

た

め

沼

童

扶

養

雪

が

支

給

さ

れ

な

一

へ

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い

。

一

敬

老

週

間

に

臥

一

(

愛

知

県

よ

り

西

は

三

百

円

)

を

そ

え

プ

一

全

自

動

ラ

セ

ン

式

飼

育

機

を

導

入

一

「

給

付

額

の

弓

上

げ

」

一

か

っ

た

か

た

が

た

も

こ

の

た

び

の

改

正

一

一

龍

苑

を

開

放

一

て

望

事

務

局

へ

お

申

込

み

く

だ

さ

校

一

一

l

i

l

-

-

i

l

-

-

三
大
洲
市
養
蚕
農
業
協
同
組
合
と
富
士
一
、
一
二
六
半
万
メ
ー
ト
ル
総
事
業
畳
二
千
一
自
動
化
さ
れ
た
最
新
式
の
一
フ
セ
ン
喜
一
な
お
一
フ
セ
ン
重
機
は
少
な
い
一
震
の
収
重
大
に
つ
な
が
る
宣
告
諮
問
主
任

up--ll」

引

一

軒

柱

時

四

日

時

五

百

倍

儲

訂

正

取

れ

幻

一

時

間

計

自

問

さ

れ

一

日

目

時

間

日

韓

日

十

一

塁

と

し

て

期

待

さ

れ

て

い

ま

二

ん

に

次

の

と

お

り

無

料

奉

仕

す

る

乙

と

一

一

石

|

点

一

喜
一
町
の
蚕
業
試
験
場
横
に
完
成
し
八
月
十
一

i

i

!

i

r

i

-

-

p

i

一

i

l

i

l

i

-

-

1

l

i

l

一

に

な

り

ま

じ

た

。

一

一

一

ま

慌

重

一

た

一

言

暴

行

わ

れ

ま

し

た

。

議

鱒

櫨

購

麟

J
♂

輔

輔

鞠

鱗

髄

一

一

一

、

敬

老

、

週

間

一

一

一

泊

1
を
一
一

れ

一

つ

れ

軒

両

日

刊

誌

畳

一

瞬

盟

輯

璽

麟

鱒

融

一

道

路

を

広

く

美

し

く

一

訪

問

一

平

一

日

ま

で

一

一

割

前

竺

完

一

に

新

し

く

開

発

さ

れ

た

養

護

軍

事

露

鶴

輔

盟

嘩

謬

機

輔

鯛

鞠

機

鱗

畿

覇

一

一

入

浴

(

正

午

カ

ら

午

後

四

時

ま

で

)

一

一

一

運

1
的

一

一

象

と

し

重

要

警

飼

育

恵

ざ

し

一

韓

関

議

響

機

関

一

私

た

ち

の

蓄

に

、

な

く

て

は

な

ら

一

二

、

震

警

捜

立

て

て

、

重

へ

の

一

休

憩

(

午

前

十

緊

急

四

時

ま

一

一

一

金

、

同

一

一

て

霊

さ

れ

た

も

の

で

す

。

韓

関

霊

闘

関

臨

機

所

一

な

い

道

路

3
5
2

出

入

口

を

つ

け

る

と

き

、

あ

る

い

一

王

で

)

一

一

段

;

一

工

芸

一

一

次

霊

毒

事

業

臨

機

購

議

醗

韓

関

育

一

く

美

レ

く

需

し

ま

し

ょ

:

は

室

へ

車

を

入

れ

る

と

き

、

道

了

お

く

わ

し

い

こ

と

は

、

臥

勇

一

一

一

眼

L
ω

一

一
で
行
わ
れ
、
乙
の
飼
育
所
は
一
一
O
二

ニ

一

麟

鱗

購

暢

之

、

翻

騨

総

轄

穣

飼

一

道

路

に

商

号

材

料

等

を

偉

い

た

一

路

の

付

属

物

(

ガ

ー

ド

レ

ー

ル

等

一

へ

お

た

ず

を

だ

さ

い

。

一

一

通

引

弘

一

一
二
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
鉄
骨
一

¥
V豊二
i襲

覇
喜
一
り
、
道
路
上
で
作
業
を
す
る
こ
と
は
、
一
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
位
置
の
一

I

l

l

i

-

-

一

一

一

史

老

一

宮

て

の

飼

育

棟

管

理

雪

四

一

瞬

轍

襲

鱗

麟

麟

開

鱒

器

開

一

夜

空

大

震

で

ず

っ

一

変

史

、

文

は

取

除

き

を

必

要

宇

一

県

政

モ

ニ

タ

ー

一

一

二

巧

払

と

一

i
j
i
;
j誌

は

京

た

と

盟

関

購

冊

種

目

一

は

詩

型

一

沼

市

管

理

者

へ

届

け

出

て

く

一

の

活

躍

一

一

門

戸

一

年

金

で

老

後

の

一

在

住

所

菱

っ

た

人

は

号

変

更

時

麟

鱒

蛾

麟

離

職

機

購

鵜

騨

縦

訓

一

う

努

め

て

お

り

ま

す

が

、

露

呈

な

お

、

道

路

管

理

等

に

つ

い

て

の

一

震

モ

ニ

タ

ー

と

は

、

震

の

よ

り

下

1
1
1
1
L

，2
4
4
2
3

一
届
」
を
二
千
五
歳
こ
王
っ
た
と
き
や
器
購
綴
麟
鞠
擁
護
襲
警
告
す
る
み
な
さ
ん
が
た
一
人
一
人
の
心
一
お
問
い
合
せ
は
、
次
の
関
係
機
関
一
よ
い
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
一

長

J
、

主

舌

を

一

露

呈

げ

て

Z
U支
給

を

希

望

民

鱒

鱒

総

髄

鶴

鵬

醗

機

錦

繍

議

開

削

一

が

け

が

大

切

で

す

。

一

日

L
し
て
く
だ
さ
い
。
一
て
、
県
民
の
意
見
事
望
な
ど
を
継
続
一
巡
回
交
通
事
故

譲
し

L
盈

沼

を

一

し

た

い

と

き

は

「

老

齢

(

通

算

事

一

器

購

糟

播

離

頼

醸

鱗

鱗

側

近

一

次

の

よ

う

な

場

合

は

あ

ら

か

じ

め

一

自

主

ハ

号

線

関

係

主

要

一

的

に

、

は

握

自

宅

あ

り

ま

す

。

一

相

談

所

を

開

設

近

ご

ろ

の

富

生

活

の

状

視

を

み

ま

一

一

一

高

室

」

と

な

っ

て

い

ま

す

が

、

一

語

吉

川

諮

問

日

韓

購

組

輔

鞠

鱗

総

綴

守

理

者

の

許

可

を

と

っ

さ

だ

さ

一

A
副

長

日

幹

線

量

関

係

15旬刊
誌

点

灯

時

7月
一
干
百
か
ら
十
日
間
、
全
国

Z生
活
環
境
が
だ
ん
だ
ん
改
善
さ
れ
一
さ
ら
に
「
夫
婦
五
万
里
舎
の
実
現

7
i
E
2
2互

融

醸

噛

線

鶴

職

騒

議

二

必

一

一

一

室

を

引

い

た

り

、

看

板

や

日

よ

一

大

盟

会

事

務

所

一

当

面

の

重

量

な

ど

に

つ

い

て

の

意

一

一

斉

に

く

り

2げ
ら
れ
ま
す
「
秋
の

よ
い
薬
が
で
き
、
医
療
費
進
歩
す
一
を
め
ざ
し
て
、
今
年
度
に
大
幅
な
制
度
一
が
あ
り
な
が
言
葉
さ
れ
て
い
な
一
轍
繍

γ~J長

匂

麟

輔

磁

麟

瀦

ぬ

¥

マ

一

け

等

を

つ

け

た

り

、

そ

の

他

宣

A
E関
係
l
事
設
課
一
見
、
重
な
ど
白
書
に
通
信
ま
在
一
変
通
安
全
運
動
」
の
実
施
行
事
と
し
て

る
に
レ
た
が
っ
て
私
達
の
寿
命
事
一
改
善
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
い
か
た
は
早
自
に
富
へ
届
出
て
く
麟
麟
勺
台
韓
錨
瀦
鱒
響
銀
鱗
警
一
を
通
行
以
外
の
目
的
の
た
め
に
使
一
(
毒
事
一
塁
に
告
提
言
す
差
ど
重
さ
一
巡
回
交
通
事
故
相
談
所
が
開
設
さ
れ
る

ほ
ど
延
び
て
ま
い
り
ま
し
た

0
3一
乙

の

制

度

に

は

、

必

ず

加

入

し

な

け

一

だ

さ

い

。

盟

関

、

ト

躍

し

:L1Ldp
一

周

す

る

と

き

。

一

一

れ

て

れ

ま

す

e

一
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

に
結
構
な
乙
と
で
す
。
し
か
し
、
と
の
一
れ
ば
な
ら
な
い
人
と
希
望
レ
て
加
入
す
一

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
i
l
i
-
-
=
E
i
l
i
-
-
z
i
-
-
i
i
E
z
S
E
R
E
-
-
E
E
-
-
E聖
書

=
=
E
l
i
-
i
B
E
Z
E
l
E
E
i一
と
の
相
談
所
在
、
次
の
と
お
り
尊

乙

と

は

、

同

時

に

日

本

に

老

人

が

多

く

る

と

と

が

で

き

る

人

と

が

あ

り

ま

す

。

一

而

5
4
h
j
~
2
2
3
2
2一
5
5
3
2一
号
、
三
、
盲
人
は
、
点
字
で
も
よ
い
。
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一
一
一
門
の
相
談
員
が
震
で
指
導
、
助
言
に

な

る

と

い

う

乙

と

で

す

。

言

、

給

付

と

し

て

は

、

重

量

一

ム

シ

歯

予

方

乙

フ

ッ

素

塗

布

高

話

一

~

そ

三

焦

歌

山

富

始

…

の

お

題

一

郎

回

、

書

昔

、

半

警

一

一

つ

折

り

に

号

宮

内

庁

山

一

あ

た

り

ま

す

の

で

、

困

っ

て

お

ら

れ

る

老
後
の
生
活
を
朋
る
く
豊
か
に
す
る
一
番
)
障
害
、
母
子
(
準
母
子
)
遺
児
一

l

i

F

げ

ま

し

主

意

2
2
3公

安
泰
雪
辱
し
て
、
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
封
書
表
に
「
詠
進
歌
」
と
書
裏
目
一
か
た
が
あ
り
ま
し
た
ら
ひ
と
り
で
も
多

純
計
十
日
目
前
官
再
守
の
ほ
か
死
亡
一
時
金
一
大
洲
保
健
所
で
は
、
歯
の
健
康
等
一
ィ
ド
籍
、
お
よ
び
診
察
で
す
o

可

「

朝

」

て

長

ド

緒

川

日

立

f
p

え

て

く

だ

さ

い

。

…

一

品

目

用

時

ド

日

入
者
は
五
8

0
交
を
こ
え
て
い
ま
一
年
金
制
度
は
す
べ
て
保
険
棋
を
納
め
一
る
た
め
、
一
道
水
曜
日
午
後
一
時
か
ら
一
乙
の
治
療
に
は
奇
妻
募
医
師
一
山
歌
意
の
お
題
は
「
朝
」
と
定
め
て
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
歌
業
(
具
体
的
に
詳
し
く
)
く
わ
し
い
乙
と
は
、
直
接
宮
内
庁
止
午
前
高
か
ら
午
後
四
時

す
が
、
な
か
で
も
国
民
年
金
は
二
四
O
一
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
国
民
主
一
三
時
ま
で
争
議
襲
撃
を
実
施
工
胃
の
当
番
の
先
生
と
襲
衛
生
士
が
あ
一
一
ら
れ
ま
レ
た
。
に
限
り
ま
す
。
〔
華
期
間
〕
式
部
職
あ
て
に
、
住
所
、
氏
名
喜
一
一
場
所
大
洲
市
役
所
第
二
会
議
室

。
万
人
も
の
へ
々
が
加
入
し
、
最
も
大
一
に
は
納
め
る
ζ
と
が
関
難
な
人
に
は
保
一
し
て
お
り
ま
す
が
、
歯
斜
医
師
会
の
応
一
た
っ
て
い
ま
す
。
百
歌
句
の
中
に
、
語
を
よ
み
乙
む
ほ
二
、
用
紙
は
、
半
紙
に
毛
筆
で
白
書
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
き
、
郵
便
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
即
一
相
談
員
構
成

規
模
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
険
料
を
免
除
す
る
制
度
、
ま
と
め
て
納
一
援
で
第
四
水
曜
日
に
限
り
治
療
も
し
て
一
料
金
は
一
回
五
十
円
か
ら
百
円
で
、
一
一
か
あ
し
た
、
朝
間
、
あ
り
あ
け
、
し
て
く
だ
さ
い
。
で
当
臼
の
消
印
事
警
添
え
て
九
月
末
日
ま
で
に
照
会
一
一
震
弁
護
士
会

と
の
国
民
年
金
も
昭
和
四
十
↓
年
、
一
め
る
前
納
制
度
な
ど
他
の
年
金
制
度
に
↑
お
り
ま
す
。
一
ム
シ
粛
の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
の
一
…
し
の
の
め
な
ど
と
用
い
て
も
よ
い
。
(
他
人
代
筆
の
場
合
は
、
別
紙
に
〔
あ
て
さ
き
〕
し
て
く
だ
さ
い
。
山
一
霊
躍
調
停
協
会

お
よ
び
昭
和
四
十
四
年
の
二
回
に
わ
た
玄
ら
れ
な
い
幾
つ
か
の
有
剰
な
特
色
が
一
治
療
内
容
は
幼
児
、
児
童
の
ム
単
一
で
幼
児
、
児
童
の
幅
広
い
利
用
量
ん
而
市
民
の
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
詠
進
し
理
由
議
-
え
る
こ
と
)
干
一

0
0

山
一
日
本
損
害
保
険
協
会
県
地
区
会

り
年
金
額
を
増
額
し
現
在
で
は
「
夫
婦
一
あ
り
ま
す
。
一
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
素
塗
布
、
サ
ホ
一
フ
一
で
お
り
ま
す
。
一
引

E

一E・E-=E
・・E望書
圃

E・E-E・
E・-
E
Z
E
E
-
E
E園田
Eh一
愛
媛
県
交
通
事
故
相
談
所

児
童
扶
養
子
当
等
の

敬
老
の
日

県
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る

か
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
大
洲
藤
岡
ヨ
シ
コ

中
村
櫛
部
佐
敏

菅
田
柿
原
因
臣

一
日
ん
ほ
の
無
料
奉
仕

税

給
付
制
度
が
改
正

民市



武
-
と
と
も
に
、
郷
土
を
美
し
く
す
る
運
動
一

一
「
す
て
な
い
、
乙
わ
さ
な
い
、
よ
と
さ
一

一
な
い
」
こ
と
を
合
言
葉
に
よ
り
美
し
い
一

ゐ
唯
一

-f低
限

一

郷

土

星

設

に

舎

民

で

努

力

い

た

し

一

一

た

い

と

思

い

ま

す

。

一

一

免

許

証

で

、

加

筈

者

の

氏

名

、

年

齢

、

一

付

け

さ

れ

炎

天

下

の

作

業

は

任

徒

会

会

↑

一

交
通
事
故
相
談
シ
リ
ー
ズ
山
一
時
戸
時
匂
計
れ
れ
ば
吋
一
郷
土
を
美
し
く
一
軒
町
九
日
ゆ
咋
前
吋
民

一
く
こ
と
が
大
切
手
o

t

一

可

原

を

育

掃

一

れ

い

に

な

り

ま

し

た

。

事
故
に
あ
っ
た
ら
ま
ず
ど
う
す
る
か
一
分
で
も
現
場
の
見
取
り
図
と
か
一
事
故
の
一
雇
主
も
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
カ
多
一

4

4

1

4

一
連
設
省
大
洲
工
事
々
務
所
管
理
者
の

?
一
経
過
な
ど
を
記
録
し
、
ま
た
写
真
が
と
一
く
、
ま
た
一
般
に
運
転
者
よ
り
資
力
が
一
八
月
六
日
午
前
九
時
一
二
十
分
か
ら
穴
一
社
会
に
奉
仕
レ
、
有
意
義
に
す
G
そ
う
一
指
導
と
日
ご
ろ
数
多
く
の
か
た
が
た
の

突
然
の
と
と
で
あ
わ
て
て
し
ま
う
の
一
れ
れ
ば
、
な
お
結
構
で
す
。
一
あ
る
の
で
雇
主
に
賠
償
を
請
求
す
る
の
一
洲
農
業
高
等
学
校
生
徒
会
吉
岡
四
百
八
一
と
今
年
も
昨
年
に
続
い
て
第
二
一
回
目
の
一
色
協
力
に
よ
り
郷
土
の
河
川
が
守
ら
れ

も
当
然
で
す
が
、
次
の
よ
主
処
置
を
一
物
事
政
の
場
合
は
、
修
理
し
な
い
下
ふ
つ
う
だ
か
ら
で
す
。
一
十
名
(
重
奏
会
長
)
の
全
員
参
加
作
業
で
一
年
生
は
、
肱
川
橋
上
流
肱
璽
て
い
ま
す
。

三
一
と
っ
て
お
く
こ
と
が
よ
い
よ
う
で
す
。
言
放
っ
て
お
げ
ま
せ
ん
か
ら
、
写
真
と
一
@
か
な
ら
ず
医
師
の
診
断
を
'
つ
け
る
。
一
で
花
火
大
会
後
の
肱
川
の
清
掃
奉
仕
が
一
グ
一
フ
ヲ
ン
ピ
二
、
三
年
生
は
、
下
流
一
河
川
は
、
大
切
な
わ
水
の
目
的
以
外

ヲ
一
季
ぐ
警
察
八
害
出
る
。
一
修
理
費
副
書
な
ど
、
損
害
を
確
認
す
一
た
い
し
た
乙
と
は
な
い
と
凪
つ
で
も
一
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
一
肱
北
グ
一
フ
ウ
ン
ド
、
広
い
グ
ラ
タ
ン
ド
一
に
市
民
に
憩
い
と
、
旅
人
の
躍
を
慰

〆
、
{
い
う
ま
で
も
な
く
、
加
害
者
は
、
道
一
る
証
拠
と
し
て
用
意
し
ま
す
。
一
か
な
ら
ず
医
師
に
よ
く
見
て
も
ら
い
ま
一
乙
の
清
掃
奉
仕
は
、
生
徒
会
の
自
主
一
の
土
手
や
広
場
の
草
を
刈
り
、
ゴ
ミ
の
一
め
て
い
ま
す
。

一
例
交
通
伐
に
よ
っ
て
届
け
出
の
義
務
が
一
・
後
日
の
証
人
を
一
確
保
す
る
。
一
し
ょ
っ
。
一
的
な
計
画
ぶ
基
づ
き
夏
休
み
の
一
日
を
一
集
収
、
サ
ル
ピ
ヤ
の
花
も
一
部
に
は
植
十
清
掃
奉
仕
の
か
た
が
た
に
感
謝
す
る

一あ
V
ま
す
が
、
被
害
者
と
レ
て
も
届
け
一
も
し
、
通
行
人
や
一
事
故
現
場
の
近
所
一
あ
と
で
意
外
に
重
傷
な
乙
と
が
わ
か

一
出
を
忘
れ
な
い
と
と
で
す
。
一
の
人
な
ど
、
目
撃
者
が
あ
る
場
合
は
、
一
っ
た
り
、
急
に
重
態
に
な
る
と
い
っ
た

一
審
察
官
の
裏
目
い
で
、
現
場
の
状
況
一
そ
の
証
言
を
メ
モ
し
、
後
日
必
要
な
ら
一
例
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

一
が
警
察
の
「
案
一
況
見
分
調
書
」
と
し
て
一
ば
証
人
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
た
の
ん
一
と
く
に
、
頭
部
や
腹
部
の
打
ぼ
く
は

一
一
確
認
さ
れ
、
記
録
に
然
り
ま
す
。
一
で
お
く
乙
と
も
必
要
で
す
。
一
危
険
で
す

0

・
自
分
で
も
程
誌
し
記
録
を
。
一
-
柑
手
を
十
分
に
確
認
す
る
。
一
乙
の
点
は
、
加
害
者
側
の
責
任
の
が

被
害
の
状
態
に
も
よ
り
ま
す
が
、
自
-
車
の
登
録
番
蝿
は
も
ち
ろ
ん
、
運
転
一
れ
を
防
ぐ
に
も
大
切
で
す
。

(2) 日子行抑制第 210号

肱川 ではじまった

大洲名物「いもたき」の季節がきました。夜風に沿:みながら、藩政時代

から伝わる素朴な風習「いもたき」は季節の香り、ふるさとの味です。月

夜の肱川河原にたき火の炎が燃えて、くみ交す盃吃影をうっし、皿に盛ら

れた夏芋が箸にきされて一つ二つ……・・…と消えていく。芋と酒と笑い。

そして歌もはずむ秋の宵。ご家族づれで職場のグノレープで心ゆくまでお楽

しみください。お問い合せ、お申込みは市観光協会へ。 TEL ④ 2664 

「いもたきJ

農

事

大

洲

市

指

定

史

跡

武
問
敬
孝
、
成
章
兄
弟
生
誕
地

所

在

地

大

洲

市

中

村

所

有

者

武

田

ノ

プ

メ

モ

ウ
ン
カ
類
は
乙
れ
ま
で
に
十
分

な
防
除
(
ニ
カ
メ
イ
虫
・
ヲ
ン
カ
類

)
を
し
な
か
っ
た
と
乙
ろ
で
は
多
発

生
!
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
よ
く
注
意

し
、
と
き
ど
き
い
の
中
に
入
っ
て
見

回
り
日
早
期
に
発
見
す
る

u

と
ぐ
に
、

ド
ピ
イ
ロ
ウ
ン
カ
(
牧
内
J
/
カ
)
の

短
麹
の
成
虫
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
と

き
は
、
急
微
に
繁
嫡
す
る
の
で
早
急

に
防
除
す
る
。
薬
剤
は
、
メ
オ
l
パ

ル
、
ツ
マ
サ
イ
ド
パ
ッ
サ
、
パ
イ
ジ

ッ
ト
な
ど
の
粉
剤
を
使
い
株
一
元
に
十

分
か
か
る
よ
う
に
散
布
す
ゐ
。

水
稲
後
期
の
病
害
虫
防
除

出
穂
後
に
発
生
し
や
す
い
病
喧
匡

に
は
、
穂
い
も
ち
病
、
ヲ
ン
カ
、
ア

ヲ
ヨ
ト
つ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

穂
い
も
ち
病
は
、
出
穂
前
後
に
低

温
で
降
雨
の
日
が
続
く
と
多
く
発
生

し
ま
す
。
平
用
地
、
山
間
地
と
も
に

穂
ば
ら
み
期
の
防
除
は
怠
ら
な
い
よ

う
に
し
、
発
生
の
多
い
時
は
、
穂
ぞ

ろ
い
期
に
も
う
一
度
散
布
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

u

な
お
多
発

ωお
そ

れ
の
あ
る
場
合
に
は
傾
穏
期
ま
で
に

一
5
一
一
回
散
布
す
る
。
薬
剤
は
、
キ

タ
ジ
ン
、
ヒ
ノ
ザ
ン
な
ど
の
粉
、
水

和
、
乳
剤
を
使
用
し
、
ヲ
ン
カ
と
同

時
に
防
除
す
る
場
合
に
は
、
同
時
防

除
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

面

大
洲
市
中
村
西
裡
地
区
に
、
杉
の

生
げ
垣
に
固
ま
れ
た
平
家
建
て
瓦
葺

で
、
昔
の
面
影
を
そ
の
ま
ま
に
伝
え

て
い
ま
す
。
兄
敬
孝
は
文
政
三
年
(

一八一一

C
年
)
に
生
ま
れ
、
早
く
か

ら
明
倫
堂
に
学
び
、
二
十
歳
で
病
父

の
代
勤
と
し
て
江
戸
で
勤
務
す
る
と

と
一
年
、
そ
の
間
江
戸
の
権
威
者
の

門
を
た
た
き
研
さ
ん
に
励
み
ま
し

た
。
阪
藩
後
、
常
磐
井
厳
才
先
生
の

門
に
入
り
、
神
道
、
国
学
、
史
学
を

修
め
尊
王
の
気
慨
に
接
し
て
大
義
に

生
き
る
決
意
を
国
め
、
兵
学
の
長
沼

流
、
山
鹿
流
、
源
衆
古
法
な
ど
奥
援

を
極
め
ま
し
た
。
壮
年
は
朗
倫
堂
教

授
、
藩
俣
の
待
議
、
長
、
士
、
芸
州

使
者
と
し
て
の
外
交
の
大
役
を
果
し

幕
末
騒
然
の
中
で
大
洲
容
の
進
む
道

を
よ
〈
洞
察
し
て
、
王
政
復
古
を
促

進
さ
せ
た
乙
と
は
先
生
の
英
知
と
努

力
に
負
う
と
と
が
特
に
大
き
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

弟
成
章
は
『
〈
政
一

O
年
(
一
八
二

オヒ西家生章成回

七
年
)
生
ま
れ
、
明
倫
堂
古
学
堂
大
一
と
き
に
、
相
手
の
部
信
な
ど
お
構
い

阪
緒
方
浜
庵
吾
、
江
戸
伊
藤
玄
朴
塾
一
な
し
に
と
ち
ら
の
話
を
す
る
と
、
相
手

、
佐
久
間
象
山
塾
に
学
び
、
蘭
学
、
一
は
迷
惑
し
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
。
相
手
が

兵
学
英
仏
語
を
習
得
し
ま
し
た
。
一
面
談
中
と
か
会
議
直
前
で
忙
レ
そ
う
に
一

8
月
初
日
中
央
病
院
④
4
5
5
1

幕
府
は
西
津
新
知
識
を
持
つ
当
時
一
し
て
い
る
感
じ
が
し
た
ら
、
許
し
を
得
一

9
月
2
日

ヂ

ヂ

二
十
七
歳
の
先
生
を
盗
用
し
て
外
冠
一
て
か
ら
話
す
の
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
す
。
一

ρ

9
日

ク

h
f

に
備
え
ま
レ
た
。
現
在
国
の
特
別
史
一
た
と
え
ば
こ
ん
な
ふ
う
に
l
「
O
O
一9

日

日

ク

ク

跡
と
な
っ
て
い
る
図
舘
五
稜
郭
の
築
一
さ
ん
で
す
か
。
い
ま
お
話
し
て
い
い
で
一
ヂ
日
日
ヂ
ナ

造
を
は
じ
め
熔
鉱
炉
、
弁
天
崎
砲
一
レ
ょ
う
か
。
実
は
き
の
う
の
件
で
す
が
一
ヂ
幻
日
ヂ
ヂ

台
、
神
戸
和
田
岬
砲
台
等
の
築
造
や
一
-
・
・
」
そ
レ
て
「
ど
う
ぞ
」
と
い
わ
れ
一
診
療
時
間
午
前
八
時
半
i
午
後
六
時

大
砲
製
造
に
も
当
り
ま
し
た
。
一
て
話
レ
始
め
る
乙
と
、
そ
れ
も
、
内
容
一

朋
治
新
政
府
に
な
っ
て
は
、
兵
学
一
を
要
領
よ
く
ま
と
め
て
、
手
短
か
に
話
一

大
教
授
、
幼
年
学
校
長
な
ど
白
本
陸
一
す
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

軍
の
慕
礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。
明
治
一
こ
れ
も
用
件
を
ス
ム
ー
ズ
に
か
た
ず
け

十
三
年
一
月
五
十
四
歳
で
病
没
し
北
一
る
コ
ツ
で
す
。

辺
の
地
で
成
章
が
名
声
を
馳
(
は
)

せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
近
世
技
術

史
並
び
に
技
術
教
育
史
上
不
滅
の
人

物
で
あ
る
と
と
も
に
大
洲
の
産
ん
だ

日
本
の
先
覚
者
と
し
て
、
わ
た
し
た

ち
市
民
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

(
市
教
育
委
員
会
)

じ
よ
う
ず
な
電
話
の

か
け
か
た

大
削
電
報
電
話
局

相宇のつごうを聞いてから話す

相
手
の
つ
ご
う
を
聞
い
て
か
ら

訴
す

相
手
が
仕
事
や
会
議
な
ど
で
忙
し
い
一

一
…
子
供
と
老
人
を

交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う
。

清

掃

奉

仕

に

汗

流

す

ア
ヲ
ヨ
ト
ヲ
、
一
二
世
代
幼
虫
が
九

月
中
旬
ご
ろ
か
ら
局
所
的
に
発
生
し

葉
を
食
害
す
る
。
葉
に
食
い
跡
が
あ

れ
ば
、
株
の
土
際
に
幼
虫
が
潜
ん
で

い
る
か
ら
早
期
に
発
見
し
、
若
令
幼

虫
の
う
ち
に
防
除
す
る
。
居
間
は
株

元
に
潜
ん
で
い
る
場
合
が
多
い
の
で

早
朝
か
、
夕
方
に
デ
ブ
テ
レ
ッ
ク
ス

粉
剤
、
一

0
ア
ー
ル
当
り
四
1
五
匂

か
、
水
和
剤
一
、

0
0
0倍
殺
を
一

五
O
Y
ッ
ト
ル
散
布
す
る
c

大
洲
農
業
改
良
普
及
所

「
農
高
生
」

か
ろ
う
、
い
ね
む
り

運
転
を

な
く
し
よ
う
。

N
H
K
大
洲
徳
森
テ
レ
ビ
中
継
放
送
所
が

こ

の

ほ

ど

完

成

し

、

八

月

十

一

日

か

ら

放
送
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

一
だ
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま
と
こ
ろ
銀
行

一
へ
預
託
さ
れ
ま
レ
た
。

一
ま
ご
こ
ろ
一
銀
行
へ
の
善
意
の
基
蚕
、

菅
田
町
の
松
浦
花
番
さ
ん
が
、
香
典
一
心
か
ら
感
謝
申
上
げ
ま
す
。
/

返
レ
の
五
万
円
を
社
会
福
朴
事
業
に
役
一
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

こ
の
完
成
で
難
視
聴
地
域
の
徳
森
、
菅
田
、
新
谷
の

一
部
七
百
三
十
怖
帯
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

預
託

、福 伊F♂

図
書
館
ぼ
胤

M

I
新
刊
図
書
案
内

l

ブ
刀
タ
ニ
カ
国
際
大
百
割
判
事
典
7

震
媛
県
事
業
所
名
鑑
(
県
企
画
部

愛
媛
県
政
一
九
七
二
年
版

愛
媛
県
立
図
書
館
増
加
図
書
目
録

旧
街
道
(
愛
媛
文
化
双
書

g)

四
国
の
博
物
館
ガ
イ
ド

久
松
鶴
一
先
生
の
足
跡
(
合
田
正
良

江
戸
明
治
所
処
湊
港
・
舟
船
絵
図
集

徳
川
治
世
諸
問
道
中
納
見
絵
図
集

日
本
の
文
化
地
理

l
北

路

道

(

新

倉

新

一

郎

2
青
森
・
秋
田
・
岩
手
(
能
登
志
雄

3
宮
域
・
山
形
・
福
島
(
ク

4
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
(
尾
留
川
)

5
神
奈
川
-
千
葉
・
埼
玉
(
木
内
)

6
東

京

(

木

内

信

蔵

)

7
新
潟
・
富
山
・
石
川
・
福
井

8
静
岡
・
山
梨
・
長
野
(
矢
沢
大
ニ

9
愛
知
・
岐
阜
(
尾
留
川
正
平

山
京
都
・
滋
賀
(
織
田
武
雄
)

四
国
文
他
財
散
歩
(
武
田
明
)

島

の

影

(

柴

田

海

)

ぐ
う
た
ら
人
間
学
(
遠
藤
周
作

紙

て

っ

ぽ

う

(

鈴

木

健

二

は
だ
し
の
医
者
(
大
森
真
一
郎

変
扇
期
の
日
本
社
会
(
飽
戸
弘
)

日
本
外
交
史
お
終
戦
か
ら
講
和
ま
で

創
作
絵
本
シ
D
lズ

ー
し
ら
ぬ
い
(
た
か
し
よ
い
ち

2
ふ
な
ひ
き
太
良
、
儀
関
比
呂
志

3
が
わ
っ
ぱ
(
た
か
し
よ
い
ち

4
て
ん
り
ゅ
う
(
し
ろ
た
の
ぼ
る

5
村
い
ち
ば
ん
の
さ
く
ら
れ
M

木

6
モ
チ
モ
チ
の
木
(
斉
勝
隆
介
)

7
ひ
さ
の
星

(

h

y

)

8
で
え
だ
ら
ぼ
う
ち
(
那
須
田
稔
)

9
ほ
ら
ふ
き
て
ん
ぐ
(
よ
い
ち
)

ωへ
い
六
が
ん
ば
る
(
北
彰
介
)

日
ち
い
さ
ζ

ぺ
の
ふ
え
(
和
田
町
(
且
)

ロ
へ
と
き
三
良
(
儀
問
比
呂
志

日
く
わ
ど
ろ
ぼ
う
(
出
口
ま
さ
あ
き

じ
ゅ
ず
か
原
争
奪
記
(
馬
場
叙
子

荒

海

の

少

年

(

浜

野

卓

也
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一被金計〈歳出)

災害復旧資 0.9%

教育費

19.0% 

人1'1費
648，772干
~4.8% 

"/' 
亀包町田宮司ー闇ー--

貯
ぷ
付

ぷ詰之
宮:;:;' E十 状

白昭和47年4月!日
五昭和48午3月31日

一一一国民健康保険~-I
予算 i克額 424.211千円 ! 

収 入 済 額 406.245 I 
支出済額 m.655 I 

乙 ~Iι:ニJLJ

と 畜 場
予算現」額 788千円

収入減額 758 

支出済額 756 

を ~I 

開-=~~.，-~守jJ日iJl. 呆

う計算現額 6.599千円

収入済額 4.780 

支出済額 6.350 

差 61 ム 1.570 

国保診療所一一一一!
予 算 現 額 35.015千円

収 入 済 額 15.202 

支 出 済 額 34.916 

差 引ム 19.714

レハ寸r/易簡 道一一一「 一一一一交通傷害 障B

予算:現額 3.663千円

~又入済額 3.108 

文出済額 3.108 

差 ヨ| 。
一一

額

額

額

引

現

済

済

算

入

出

37.571千円

37.371 

35・625

1.746 

t一一一農業共済一一「
1 予算現額 53. ! 71千円 1 

収 入 済 額 46.722 

支 出 済 額 38.195 

差 引 8527 

一一一土地取得造成一一~~'I
予算規額 34.253芋円 ! 
収入済額 31.803 ~ 

支 出 済 額 31.803 

干し
ω

。一

前

川

山

川

一

金

一

資

額

額

額

引

一

時

1
済

一

宅

算

入

山

叶

一

住

予

収

支

主

主

事 ;伏会計

5lぱ事業会 n r一一三:i17竺L
(1)給水戸数 4.301戸 I(1)収容能力宿前 110人|山病床数 170ft: I 

休憩 200人 i(2)診除手

1 内科、外科、強形外科、

|人| 庄婦人科、皮ふ泌尿器科

i人 l 理学診療科、 j 
HN下(休診中) i 
耳鼻いんこう科(休診1(') I 

(3)職員数 84人 1
医師 7人 看護婦 46人 i
医療技術員 q人 l 
事務職員 12人 l 
その他の職員 10人 i 

3.255人 I(41忠者数及び診療収入等

l J211昼間JEJTJ弘
明言誤市岩手l合

l li〔 γ|iI I 

F 7日正Efk::f-14
-~ I 一一一一 l 千ー1 1 =fpj! ! 千円1

1 l指 i姶 ;1え主主 41圃 485 I娼 1総収益 47.064 "0 総収益 3o3目418

経 It~ 営業 JIJ( 1t11 39. 605 I~I 営業 JlY. 46.856 時収益:354352i

営問収益! i ml「 営 業 外 収 益 208 !は|間外収益i q O66! 

理|計l治世用 36.53'7計|総費用 45.872 引総資用 327.405 i 

j算営業資用 27.706I副営業賛同 42 359 医業費用 312.279I 
i 卜l-18831|書!割引費用 3.513 直:ー用1 1J12h1 
1の 叩 IJ益 4q48((叩 益 ! i !?i!i当甲山 jUii! 

14[V20Fid-1 11山王宮??「ヲ7Ji
i 企業僕 50.200 1士 1 橘面金一 1 "・64:1 ~ 

日支出金 11.8L17 I占| | ihl資本的支出 31. 283 ~ 
資本的支出 68.882I白!資本的支出 2.841 I収|建設改良費 6.999I 
建設改良費 66.188 I支| 建設改良費 1.387 1c'71企業間賞還金 5.284 ! 

償還金 2.694 企業債虞還金

HI.21総配水量卜542473d I 

i 弓ち有[以水量 1 (2， 職員数

判 1.165.78InE I 事務克員

|告収不 75.6気
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大洲市告示第38号

大洲市財政事¥況の公表等に関する条例および地方公営企業法

第40条の 2心境定により昭和47年4月l日から昭和初年3月:31日

まで(昭和47年度)の本市財政状況および業務状況を次のとお

り公表します。

昭和 48年 7月 27日

大洲市長 村

将ー 別 面 積 等 金 額

宅 地 377.8'77m 143.550千円

山 材、 2.607.326m 46.934 
田 f田 13.790ηず 387 
雑 種 地 8.157m 45 
建 物 115.859m2 1.417. 158 
立 木 43.253d 175.118 

財政調整基金 3.440千円

減 債 基 金 1.753 
土 地開発基金 81 .590 
その他特定目的基金 7.758 
出 資 金 12.418 

さ汗日|一 106.959 

(1) 長

上 清 士
口

入 先 | 件借 入数 l 現 債 I局 I 1世帯当り額 It人 当 り 額

520.009千円 50.369円 i 13.645円

般郵政省 29 190.303 18.433 4.993 

ま その他 62 360.504 34.919 9.q6Q 

分 小計 164 1.070.816 103・721 28.098 

28 .510 2.761 748 

別τ:G:. 郵 政 省 4 22.371 2. 167 587 

計分 |i そ の他 17.000 1.647 446 

|小計 11 67.881 6.m 1.781 

1仁コ入 1.138固 697 IIU96 29.879 

。人 口 3 8， 1 1 自人。世帯数 1 0， 3 2 4世帯。回 積 2 4 O~ 自 3 km '
(48.3.31現在)

市有財麗 ;伏 j兄
昭和48年3月31日現在

期

金{責重量
f責

の状混
昭和48年3月31日現在

(2) 時 借 昭和48年3月31日現在

|金額

l i千円

区

財政調整資金
政府資金

その{也

市税と住民童拐の状況。

間蕗器購嘩ア品 ゴ

一般会討予算の執行状調

(購入〉

5
 

3
 

2
 

1
 

8
 

8
 

9
 

1
 

勾
d

，
 

6
 

2
 

l
 

n
w
J
 

7
 

7
 

一般会計(歳入)

喜多小学校翠

市選舗装事業 (新益)

人{牛費

648， 772ft' J 

24.8% 


